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一
身
田
寺
内
町
は
、
平
成
29
年

11
月
に
国
宝
指
定
さ
れ
た
２
施
設

を
含
む
高
田
本
山
専
修
寺
を
中
心

と
し
た
寺
内
町
で
、
今
も
ほ
ぼ
完

全
な
形
で
環か
ん
ご
う濠
が
残
さ
れ
る
な
ど
、

多
く
の
文
化
財
や
歴
史
的
な
町
並

4
月
27
日
（
木
）
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
、
津
波
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

三
重
短
期
大
学
か
ら
、
高
台
に
あ

る
一
身
田
上
津
部
田
の
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
学
生
と

み
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

５
月
13
日
（
土
）
に
地
元
の
住

民
、
地
元
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
一
身
田
寺
内
町
や

高
田
本
山
専
修
寺
境
内
の
清
掃
・

除
草
を
行
い
ま
し
た
。

教
職
員
が
歩
い
て
避
難
し
ま
し

た
。ま

た
、
校
舎
棟
の
３
・
４
階
と

屋
上
は
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を

受
け
て
い
る
た
め
、
屋
上
の
緊
急

避
難
場
所
の
確
認
を
行
う
と
と
も

に
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
る
避
難

体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、
消
火

器
の
使
用
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
時
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の
訓
練
に
よ
り
防
災
意
識
の
一

層
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「地域と共に みえ短」 
一
身
田
寺
内
町
の
清
掃

大
津
波
想
定
避
難
訓
練

学
生
機
能
別
消
防
団
で
は
、
避

難
所
で
の
救
援
物
資
の
配
布
な
ど

の
支
援
活
動
や
各
種
消
防
講
習
会

に
お
け
る
支
援
及
び
広
報
活
動
を

行
い
ま
す
。

今
年
度
は
27
名
の
学
生
が
機
能

別
消
防
団
員
と
し
て
入
団
し
、
６

月
１
日
（
木
）
に
辞
令
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。

４
月
の
避
難
訓
練
の
参
加
や
10

月
に
は
、
初
期
消
火
訓
練
及
び
救

急
法
に
参
加
す
る
な
ど
地
域
防
災

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

学

生

機

能

別

消

防

団

三
重
短
期
大
学
に
学
ぶ
学
生
の
活
力
は
、
地
域
の
大
切
な
財

産
で
す
。

学
生
の
学
内
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
に
お
い
て
自
主

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
活
動
は
、
学
生
が
地
域
貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
、
地

域
社
会
が
学
生
を
育
む
機
会
で
も
あ
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
三
重
短
期
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　令和４年４月26日より津市では「ふるさと津かがやき寄附」を活用して「三重短期大学応援分」
寄附募集を開始しました。
　この制度は、ふるさと納税の制度を活用し、三重短期大学を指定した寄附を募集させていた
だくものです。
　この制度を通じ、三重短期大学を応援していただけるようになりました。
　三重短期大学を指定した寄附募集につきましては、開学71周年を迎えた本学のこれまでの歴
史を踏まえ、さらに本学を発展させ、「地域に存在のあるキラリと光彩を放つ公立短期大学」と
して、必要な施設整備や教育研究費など教育環境の充実に活用させていただく予定です。
　皆様のご理解、ご協力を賜りますようお願いいたします。詳細は下記をご覧ください。

➡ふるさとチョイス津市のHPへ飛ぶQRコード
①　ふるさとチョイスHP の「三重県津市」へ
②　お礼の品を選び寄附の申込に進む
③　寄附金の使い道を選択
④ 　こどもたちが未来に向かって輝くまちづくり (三重短期大学)を選択
していただくことにより、直接、本学を応援していただけます。

令
和
４
年
10
月
29
日
に
、
本
学

体
育
館
で
三
重
短
期
大
学
創
立
70

周
年
記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
県
・
市
イ
ベ
ン
ト
開

催
基
準
の
下
、
一
定
の
制
約
は
あ

り
ま
し
た
が
、
多
数
の
来

賓
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
多
く
の
祝
電
や
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
ま
た
文
部

科
学
省
高
等
教
育
局
大

学
教
育
・
入
試
課
長
の
古

田
和
之
様
に
ご
臨
席
賜

り
、
文
部
科
学
大
臣
祝
辞
を
代
読

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
記
念

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
本
学
学
生
ホ
ー

ル
で
、
食
事
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
を

提
供
し
な
い
形
で
懇
親
会
を
開
催

し
、
こ
ち
ら
も
多
数
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
三

重
短
期
大
学
同
窓
会
と
三
重
短
期

大
学
教
育
振
興
会
の
ご
支
援
を
得

て
、『
開
学
70
周
年
記
念
誌
』
を
編

纂
・
発
行
し
、
多
数
の
同
窓
生
の

皆
様
に
も
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
。
創
立
70
周
年
記
念
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、
数
多
く
の
皆
様
か

ら
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

開
学
か
ら
71
年
目
を
迎
え
た
今

年
4
月
の
入
学
式
は
、
4
年
ぶ
り

に
ご
家
族
や
関
係
者
の
皆
様
に
も

ご
出
席
い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か
な

春
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
5
月

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
、
感
染
症
法
に
お
け
る
2

類
の
扱
い
か
ら
5
類
の
扱
い
へ
移

行
し
た
こ
と
を
受
け
、
教
室
内
の

座
席
数
の
制
限
の
緩
和
や
、
飛
沫

防
止
用
に
設
置
し
て
い
た
ア
ク
リ

ル
板
の
撤
去
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
で
す
が
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
も
、
学
生
た
ち

の
表
情
に
も
、
以
前
の
活
気
が
戻

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
一
教
員
と
し

て
日
々
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

津
市
で
は
令
和
4
年
4
月
26
日

か
ら
、「
ふ
る
さ
と
津
か
が
や
き
寄

附
」
を
通
し
て
、
三
重
短
期
大
学

を
指
定
し
た
寄
附
募
集
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
末
で
約
百
八

十
万
円
の
寄
附
金
を
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
も

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

令
和
5
年
6
月
時
点
で
二
百
万
円

を
超
え
る
寄
附
金
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
貴
重
な
寄
附
金
は
来

年
度
以
降
、
学
生
の
た

め
の
よ
り
良
い
教
育
環

境
整
備
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
寄
附
金

の
活
用
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後

も
よ
り
よ
い
大
学
づ
く
り
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
暖

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

71
年
目
の
三
重
短
期
大
学

学

長

村

井

美
代
子
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法
経
科
に
は
、
昼
間
部
の
第
１

部
と
夜
間
部
の
第
２
部
が
あ
り
ま

す
。
特
に
法
経
科
第
２
部
か
ら
三

重
短
期
大
学
は
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
、
70
周
年
を
迎
え
、
長
き
に

わ
た
り
津
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
た
、
地
域
に
根
差
し
た

大
学
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
は
、
行
政
法
の

古
畑
淳
先
生
を
教
員
と
し
て
新
し

く
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
法
経

科
第
１
部
法
律
コ
ー
ス
に
お
い
て

51
名
、
経
商
コ
ー
ス
に
お
い
て
52

名
、
合
計
１
０
３
名
の
新
入
生
を

迎
え
ま
し
た
。
法
経
科
第
２
部
は

70
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

法
経
科
第
２
部
の
新
入
生
の
う
ち

長
期
履
修
学
生
は
３
年
次
が
５

名
、
４
年
次
が
５
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
長
期
履
修
学
生
制
度
は

今
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す

が
、
徐
々
に
希
望
者
が
増
え
て
き

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

昨
今
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
に

よ
り
、
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い

る
大
学
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
三
重
短
期
大
学
法
経
科
に
お

い
て
も
同
様
に
、
受
験
生
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
法
経
科
に

は
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

数
少
な
い
公
立
短
大
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
、
二
つ
目
は
、
低
廉
な
学
費

で
学
修
で
き
る
事
、
三
つ
目
は
、

四
年
制
大
学
並
み
に
充
実
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
４
つ
目
は
、
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
に
対
応
し
、
ゆ
っ
く

り
と
深
く
学
べ
る
長
期
履
修
学
生

制
度
、
５
つ
目
は
少
人
数
で
の
演

習
の
実
施
な
ど
、
他
大
学
と
比
較

し
て
も
負
け
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
受
験
生
の
維

持
、
増
加
に
加
え
、
魅
力
の
あ
る

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

食
物
栄
養
学
科
で
は
、
本
年
度

４
月
に
48
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま

し
た
。
入
学
当
初
は
静
か
だ
っ
た

教
室
で
も
、
徐
々
に
お
友
達
同
士

で
話
し
合
う
活
発
な
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
学
科

は
三
重
県
以
外
か
ら
入
学
し
た
学

生
も
多
く
、
自
己
紹
介
の
場
で
は

出
身
地
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
「
２
類
相
当
」
か
ら
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
本
学
科
の
実

験
実
習
も
一
部
を
除
い
て
コ
ロ
ナ

以
前
に
戻
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
講
義
で
得
た
知
識

を
実
際
に
自
分
の
手
で
確
か
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
興
味
を
持
ち
、
知

識
の
定
着
を
図
り
、
考
察
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

他
学
科
に
比
べ
る
と
レ
ポ
ー
ト
は

多
い
で
す
が
、
課
題
を
こ
な
し
て

い
く
う
ち
に
、
栄
養
士
と
し
て
の

知
識
・
技
術
だ
け
で
は
な
く
パ
ソ

コ
ン
の
ス
キ
ル
も
身
に
つ
い
た
、

達
成
感
が
あ
る
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
一
方

で
、
欠
席
が
続
く
と
授
業
に
つ
い

て
い
く
の
が
大
変
、
課
題
の
締
め

切
り
が
続
い
て
寝
不
足
な
ど
の
声

も
聞
き
ま
す
。
担
任
を
中
心
と
し

て
出
席
状
況
を
確
認
し
、
フ
ォ

ロ
ー
が
必
要
な
学
生
に
は
寄
り

添
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
２
年
生
か
ら
特
別
演

習
が
必
修
化
さ
れ
ま
し
た
。
少
人

数
制
の
元
で
興
味
が
あ
る
分
野
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
地
域

貢
献
・
地
域
連
携
活
動
で
は
２
年

生
を
中
心
に
高
校
生
の
運
動
部
栄

養
サ
ポ
ー
ト
、
世
界
の
料
理
の
調

理
実
習
な
ど
熱
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
２
年
間
と
い
う
短
い
学
生

生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
に
、
教
員
も
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
所
存
で
す
。

生
活
科
学
科
は
「
生
活
福
祉
・

心
理
コ
ー
ス
」と「
居
住
環
境
コ
ー

ス
」
の
２
つ
コ
ー
ス
を
有
し
、
定

員
１
０
０
名
の
学
科
を
８
名
の
教

員
で
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
、
新
生
生
活
科
学
科
独
自

の
特
色
あ
る
授
業
と
し
て
、
夏
季

集
中
講
義
「
地
域
づ
く
り
実
践
」

を
開
講
し
ま
し
た
。

「
地
域
づ
く
り
実
践
」
と
は
、
２

つ
の
コ
ー
ス
共
通
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目
」
と
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
地
域
問
題
解
決

型
授
業
で
す
。
両
コ
ー
ス
の
学
生

を
混
成
し
た
受
講
生
４
名
程
度
を

１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
問
題
解
決

型
の
グ
ル
ー
プ
演
習
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
ま
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
授
業
を
通
し

て
、
各
コ
ー
ス
の
座
学
で
あ
る
各

講
義
の
体
系
的
な
繋
が
り
や
学
び

の
必
要
性
を
知
る
こ
と
と
、
教
養

だ
け
で
な
く
実
践
的
に
地
域
の
活

性
化
や
課
題
等
に
取
り
組
む
学
生

を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
度
は
、
三
重

県
の
県
庁
所
在
地
津
市
の
玄
関
口

で
あ
る「
津
駅
及
び
駅
周
辺
地
域
」

を
対
象
地
区
と
し
、
地
域
の
問
題

点
や
課
題
を
把
握
し
、
歴
史
的
な

背
景
や
現
在
の
社
会
動
向
な
ど
を

勘
案
し
な
が
ら
、
県
都
に
ふ
さ
わ

し
い
津
駅
及
び
駅
周
辺
地
域
の
再

生
や
駅
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
た
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
後
の
進
路
は
、
四
年
制
大

学
へ
の
編
入
や
公
務
員
を
輩
出
し

て
お
り
、
編
入
や
就
職
に
強
い
学

科
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社

会
福
祉
士
基
礎
資
格
や
一
級
・
二

級
建
築
士
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
お
り
、

前
述
の
「
地
域
づ
く
り
実
践
」
と

併
せ
て
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
学

生
の
輩
出
を
目
指
し
、
よ
り
一
層

の
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

三
重
短
期
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
は
、
本
学
と
地
域
と
の
連
携

事
業
に
取
り
組
む
た
め
の
部
局
で

す
。
地
域
連
携
事
業
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
事
業
も

各
方
面
か
ら
の
支
援
を
得
て
、
着

実
に
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
主
要
な
分
野
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
最
も
重
要
な
分
野
と

位
置
づ
け
て
い
る
の
が
生
涯
学
習

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

「
地
域
連
携
講
座
」
と
「
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
」
が
中
心
的
事
業
と
な

り
ま
す
。「
地
域
連
携
講
座
」
は
、

本
学
の
教
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
学
外
か
ら
研
究
者

や
実
業
家
を
お
招
き
し
て
、
最
先

端
の
知
見
を
市
民
に
提
供
す
る
講

座
で
す
。
年
２
講
座
、
開
講
し
ま

す
。「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、

本
学
の
教
員
が
講
師
と
な
り
７
月

か
ら
11
月
の
第
一
土
曜
日
に
実
施

す
る
市
民
講
座
で
、毎
月
２
講
座
、

計
10
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
い
ず

れ
の
講
座
と
も
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
他

に
も
、
市
民
の
要
望
に
応
じ
て
教

員
が
出
向
い
て
講
演
を
行
う
「
出

前
講
座
」
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の

依
頼
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
政
と
の
連
携
で
は
、「
政
策
研

究
・
研
修
」
の
実
施
や
、「
自
治
体

行
政
特
論
」
の
開
設
を
し
て
い
ま

す
。「
政
策
研
究
・
研
修
」
は
県
内

の
自
治
体
職
員
と
本
学
教
員
が
協

力
し
て
、
行
政
が
抱
え
て
い
る
特

定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
・
研

修
を
行
う
も
の
で
す
。
本
年
度
は

「
食
物
摂
取
頻
度
調
査
法
を
用
い

た
栄
養
調
査
実
施
に
よ
る
三
重
県

と
の
比
較
お
よ
び
各
自
治
体
の
課

題
の
抽
出
」
を
テ
ー
マ
に
津
市
・

亀
山
市
の
職
員
が
参
加
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。「
自
治
体
行
政
特

論
」
は
本
学
の
特
色
あ
る
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
の
授
業
で
、
津
市
の
各

部
署
の
職
員
の
方
や
市
長
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
市
政
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
三
十
三
総
研
と
の
産
学

連
携
事
業
で
あ
る
「
小
論
文
・
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
回
を
重
ね
て

17
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
を

認
め
合
う
社
会
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、

学
生
た
ち
か
ら
小
論
文
、
レ
シ
ピ
、

デ
ザ
イ
ン
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

数
多
く
の
力
作
の
応
募
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

は
大
学
と
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

法

経

科

の

現

況

法
経
科
長

田

中

里

美

生
活
科
学
科
の
現
況

生
活
科
学
科
長

小
野
寺

一

成

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長

石

原

洋

介

本
学
に
お
い
て
は
、
学
生
た
ち

は
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
、
自
治
会
、

生
協
学
生
委
員
会
、
消
防
団
な
ど

で
自
主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
学
生
た
ち
の
団
体
で
あ
る
学

生
自
治
会
（
１
部
お
よ
び
２
部
）、

学
祭
実
行
委
員
会
、
生
協
学
生
委

員
会
、
三
科
合
同
ク
ラ
ブ
委
員
会

と
短
大
学
生
部
が
協
議
す
る｢

三

部
会｣

が
月
一
で
原
則
定
例
開
催

さ
れ
、
学
生
た
ち
と
と
も
に
議
論

を
重
ね
な
が
ら
、
そ
の
自
主
的
な

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
の
国
の
扱

い
が
、
２
類
か
ら
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
学
生
た
ち
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
は
常
態
に
戻

り
つ
つ
あ
り
、
短
大
学
生
部
も
そ

れ
を
受
け
た
対
応
を
と
っ
て
い
ま

す
。
４
月
に
は
昨
年
に
ひ
き
つ
づ

き
、
自
治
会
主
催
の
新
入
生
歓
迎

バ
ス
旅
行
が
開
催
さ
れ
、
ナ
ガ
シ

マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
６
月
に
は
自
治
会
主
催

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
行

わ
れ
、
50
人
ほ
ど
の
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

そ
し
て
７
月
に
は｢

サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル｣

が
学
祭
実
行
委
員

会
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高

校
時
代
の
ほ
と
ん
ど
を
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
過
ご
し
た
学
生
諸
君
は

文
化
祭
な
ど
の
経
験
も
少
な
く
、

準
備
過
程
に
お
い
て
は
い
ろ
い
ろ

と
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
は
祭
り
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
12
月
に
は
学
園
祭
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の

学
生
や
地
域
市
民
の
方
々
の
参
加

を
実
現
す
る
べ
く
、
学
生
た
ち
は

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
短
大
と
し
て

も
ひ
き
つ
づ
き
学
生
た
ち
を
支
援

し
つ
つ
、
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
の
実
現
に
努
め
て
い
く
所

存
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

学
生
部
長

南　
　
　

有

哲

食
物
栄
養
学
科
の
現
況

食
物
栄
養
学
科
長

阿

部

稚

里

「地域づくり実践」の
動画紹介
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令
和
５
年
４
月
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
古
畑
淳
と
申
し
ま
す
。
行

政
法
と
地
方
自
治
法
の
講
義
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
専
門
は
社
会
保

障
行
政
法
で
、
主
に
子
ど
も
や
若

者
の
社
会
保
障
の
問
題
に
注
目
し

て
、
行
政
法
と
地
方
自
治
法
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

愛
知
県
の
大
学
で
19
年
間
、
教

育
・
研
究
活
動
に
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

本
学
で
教
育
・
研
究
活
動
を
行
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
専
門
と

す
る
法
学
の
教
育
に
取
り
組
む
こ

と
の
で
き
る
喜
び
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
法
学
の
魅
力
や
面
白
さ
を

ど
の
よ
う
に
学
生
に
伝
え
た
ら
よ

い
か
を
日
々
考
え
な
が
ら
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
わ

り
合
っ
て
い
る
行
政
の
活
動
を
規

律
し
て
い
る
の
が
行
政
法
で
す
が
、

講
義
や
ゼ
ミ
を
通
じ
て
、
そ
の
魅

力
や
役
割
の
大
き
さ
を
存
分
に
学

生
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
へ
の
貢
献

を
大
事
に
し
て
い
る
本
学
の
一
員

と
し
て
、
自
身
の
研
究
成
果
を
分

か
り
易
い
言
葉
で
皆
様
に
披
露
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　６月10日（土）に役員会が開催され、会計監査を受けました。な
らびに、令和４年度の事業報告と決算報告、会計監査報告、令和
５年度の事業計画と予算が提案され、原案どおり承認されました。

自　R4.4.1

至　R5.3.31 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項 目
予 算 額

(A)
収入済額

(B）
比較増減

(B-A）
摘 要

前 年 度 繰 越 金 8,362,674 8,362,674 0
会　  費  　収 　 入 1,495,000 1,495,000 0 　5,000円×299名

預 金 利 子 収 入 100 78 △ 22 　預金利子　百五銀行 78円

寄付金 0 300,000 300,000
雑収入 0 149,758 149,758 　会費・地研返金

合 計 9,857,774 10,307,510 449,736

項 目
予 算 額

(A)
支出済額

(B）
比較増減

(A-B）
摘 要

協　 賛 　事　 業 　費 1,000,000 1,609,249 △ 609,249 　卒業記念パーティー学生参加分、70周年記念事業費

助 　成　 事　 業 　費 1,000,000 305,992 694,008

卒業記念品作成費 200,000 153,120 46,880 　手提袋 学位記ホルダー(教育振興会と分担)

同窓会だより発行費 200,000 232,000 △ 32,000 　会報｢みえたん｣第74号

　　

会   議   運   営   費 500,000 256,581 243,419 　役員会開催費　役員活動費

事        務        費 400,000 64,910 335,090 　送金手数料、電話料、事務消耗品

予        備        費 57,774 5,000 52,774 　会費返金

小 計 3,357,774 2,626,852 730,922
特別支援費(寄付金） 1,000,000 0 1,000,000

特別学生支援費 2,000,000 0 2,000,000
特別事業準備費 3,500,000 0 3,500,000

合 計 9,857,774 2,626,852 7,230,922

　収入済額 10,307,510円　－　 支出済額 2,626,852円　＝　次年度繰越額 7,680,658円　

現金、預金残高
金 額

現　     　　金 39,525
普  通  預  金 7,641,133
定  期  預  金 0

計 7,680,658

　現金  39,525円　　　　　　

　百五銀行　7,641,133円 　　

令和４年度決算報告

収 入

支 出

　学報「みえたん」　大学祭備品・実行委員会・クラブ、
　サークル助成

摘 要

古
畑
　
　
淳

法
経
科

新

任

教

員

の

紹

介

附
属
図
書
館
の
所
蔵
資
料
は

令
和
４
年
度
末
で
図
書
１
０
０
，

２
０
７
冊（
和
書
９
５
，７
０
９
冊
、

洋
書
４
，４
９
８
冊
）、
電
子
書
籍

３
３
３
冊
、
受
入
れ
雑
誌
１
１
２

種（
和
雑
誌
97
種
、洋
雑
誌
15
種
、）

オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
12
種
、

紀
要
６
８
３
種
、
新
聞
８
種
（
和

新
聞
６
種
、
洋
新
聞
２
種
）、
視

聴
覚
資
料
３
７
５
タ
イ
ト
ル
で
、

小
規
模
図
書
館
で
あ
り
な
が
ら
、

20
万
冊
を
超
え
る
資
料
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

利
用
状
況
は
、
令
和
４
年
度
は
、

入
館
者
数
１
３
，９
３
２
人
、
貸

出
者
数
２
，６
８
９
人
（
う
ち
一

般
31
人
）、
貸
出
冊
数
４
，５
０
６

冊
（
う
ち
一
般
65
冊
）
で
す
。

図
書
情
報
に
関
す
る
相
談
件

数
は
、
２
６
７
件
（
所
蔵
調
査

２
３
７
件
、
事
項
調
査
30
件
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
に
２
名
か
ら
始
ま
っ

た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
現
在

は
部
と
し
て
本
学
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し

て
い
た
一
身
田
中
学
校
で
の
活
動

を
今
年
度
か
ら
再
開
し
学
校
図
書

館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

論
文
な
ど
の
調
べ
物
支
援
や
就

職
活
動
・
編
入
試
験
対
策
の
資
料

提
供
を
す
る
と
と
も
に
、
新
聞
・

雑
誌
、
新
聞
記
事
を
検
索
で
き

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
先

生
方
に
選
書
し
て
い
た
だ
い
た
本

を
袋
に
つ
め
て
展
示
、
貸
出
す

る
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

Ｂ
Ａ
Ｇ
な
ど
の
企
画
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

附

属

図

書

館

3

円 円 円

4,090,808 4,090,808 0

16,295,000 16,295,000 0

4,000,000 4,000,000 0

1,000 110 △ 890 預金利子110円

24,386,808 24,385,918 △ 890

当初予算額 流用・補正 予算現額 決算額 不用額 備考（主なもの）

円 円 円 円

24,386,808 24,386,808 18,324,865 6,061,943

1,690,000 0 1,690,000 1,474,549 215,451

事 務 職 員 給 与 1,400,000 0 1,400,000 1,266,714 133,286 振興会臨時職員給与　

通 信 費 150,000 0 150,000 124,264 25,736 学報みえたん、総会通知郵送料等

消 耗 品 費 10,000 0 10,000 4,439 5,561

手 数 料 80,000 0 80,000 79,132 868 口座振込手数料

備 品 費 50,000 0 50,000 0 50,000

55,000 0 55,000 52,558 2,442

会 議 費 5,000 0 5,000 3,058 1,942

役 員 行 動 旅 費 50,000 0 50,000 49,500 500 役員報償費

22,641,000 22,641,000 16,797,758 5,843,242

7,360,000 0 7,360,000 6,175,138 1,184,862

研 修 旅 費 補 助 60,000 0 60,000 20,000 40,000

入学試験啓発及び実施補助 2,400,000 0 2,400,000 2,047,643 352,357 大学案内・学生募集・ホームページ維持管理料

清 掃 費 補 助 20,000 0 20,000 0 20,000

消 耗 品 費 補 助 50,000 0 50,000 30,255 19,745

印 刷 費 補 助 90,000 0 90,000 38,500 51,500 学報みえたん印刷費

図 書 及 び 備 品 費 補 助 250,000 0 250,000 163,350 86,650 医務室備品購入費等

教 員 研 究 費 補 助 4,350,000 0 4,350,000 3,873,230 476,770 学会費補助、消耗品等

特 別 研 究 費 補 助 50,000 0 50,000 0 50,000

学 外 活 動 等 保 険 料 10,000 0 10,000 2,160 7,840

報 償 費 80,000 0 80,000 0 80,000

8,121,000 0 8,121,000 3,898,335 4,222,665

学 生 補 導 費 500,000 0 500,000 302,670 197,330 スポットクーラー、情報室トナー、Wi-Fi

学 外 実 習 費 補 助 120,000 0 120,000 0 120,000

厚 生 事 業 費 1,000,000 0 1,000,000 408,849 591,151 相談室運営費

就 職 対 策 費 1,800,000 0 1,800,000 1,132,300 667,700 編入学講座補助、キャリア形成セミナー講師料

食 堂 運 営 費 補 助 600,000 0 600,000 600,000 0 学生食堂運営補助

文 化 事 業 費 2,800,000 0 2,800,000 600,000 2,200,000 大学祭補助

交 歓 競 技 会 補 助 1,000 0 1,000 0 1,000

卒 業 式 等 実 施 補 助 1,300,000 0 1,300,000 854,516 445,484 卒業記念パーティ補助、学位記ホルダー等

1,700,000 0 1,700,000 1,418,956 281,044

学 術 研 究 費 補 助 950,000 0 950,000 928,539 21,461 地研消耗品費、図書購入補助

学 術 研 究 旅 費 補 助 350,000 0 350,000 245,265 104,735 学術研究旅費

研 究 機 関 誌 補 助 150,000 0 150,000 129,525 20,475 地研年報印刷費補助

発展計画委員会等補助 250,000 0 250,000 115,627 134,373 FD/SD活動報告書

1,810,000 0 1,810,000 1,808,777 1,223

図 書 購 入 費 1,500,000 0 1,500,000 1,499,291 709 学術誌等購入費

印 刷 費 190,000 0 190,000 189,750 250 図書館だより印刷、雑誌製本費等

消 耗 品 費 120,000 0 120,000 119,736 264

800,000 753,228 1,553,228 1,553,228 0

校舎整備費補助 800,000 753,228 1,553,228 1,553,228 0
空調機器、防犯カメラ、プロジェクターランプ、施設修

繕

50,000 0 50,000 0 50,000

渉 外 費 補 助 50,000 0 50,000 0 50,000 供花・生花代

７０周年記念事業費補助 2,800,000 △ 753,228 2,046,772 1,943,324 103,448

600,000 600,000 599,624 376 開催経費及び７０周年記念誌等

2,200,000 △ 753,228 1,446,772 1,343,700 103,072 第12教室整備、机椅子、プロジェクター

0 0 0 0 0

積 立 金 0 0 0 0 0

808 0 808 0 808

予 備 費 808 0 808 0 808 歳入決算による

24,386,808 0 24,386,808 18,324,865 6,061,943

円

円

円 （翌年度繰越金）

令和4年度教育振興会収入支出決算

収入 三重短期大学教育振興会

科　　　　　　　目 予算額 決算額
予算額に対する決算額の

比較増減額
備       考

繰 越 金

会 費
新入生会費　 法Ⅰ・生活・食栄　252人 　15,120,000円

　　　　　　　　　　　　　 法Ⅱ　　　　 47人 　　1,175,000円

繰 入 金

雑 収 入

合 計

支出

科　　　　　　　目

教育振興会費

事務費

会議費

７０周年記念事業実行委員会補助

７0周年記念事業教室整備補助

事業費

学校運営費補助

補導厚生費補助

講座研究費補助

附属図書館費補助

校舎整備費補助

支 出 決 算 額 18,324,865

差 引 残 額 6,061,053

渉外費補助

積立金

予備費

合　　　　　計

収 入 決 算 額 24,385,918

令
和
５
年
度
総
会
を
開
催

三
重
短
期
大
学
教
育
振
興
会

５
月
11
日
（
木
）、
役
員
会
と

総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度

役
員
の
選
任
、
令
和
４
年
度
収
入

支
出
決
算
、
令
和
５
年
度
収
入
支

出
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
は
平
松
会
長
、
並
び
に
小
野

副
会
長
に
留
任
い
た
だ
き
、
三
名

の
ご
家
族
の
方
々
が
書
記
、
評
議

員
に
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
合
計

三
十
名
に
よ
る
役
員
体
制
と
な
り

ま
し
た
。

決
算
で
は
、
就
職
対
策
、
編
入

学
講
座
、
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
、
70

周
年
記
念
事
業
の
補
助
な
ど
の
報

告
が
行
わ
れ
、
本
年
度
予
算
で
は
、

例
年
の
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
振
興
会
は
、
昭
和
27
年
５

月
の
開
学
直
後
に
発
足
し
、
本
学

の
教
育
目
標
で
あ
る｢

広
い
分
野

の
総
合
的
な
知
識
と
深
い
専
門
的

学
術
を
教
授
研
究
し
、
豊
か
な
人

間
性
と
高
い
知
性
を
備
え
、
議
論

的
で
自
主
的
な
判
断
能
力
に
加
え

応
用
力
や
実
践
力
の
富
む
有
為
な

人
材
育
成
を
す
る
こ
と｣

の
達
成

の
た
め
に
、
教
育
の
拡
充
や
施
設

整
備
等
の
援
助
を
図
り
、
学
生
が

よ
り
良
い
環
境
の
中
で
学
び
教
養

が
高
め
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い

ま
す
。

本
学
に
お
い
て
は
、
就
職
や
編

入
学
な
ど
、
学
生
の
み
な
さ
ん
が

望
む
進
路
へ
向
か
え
る
よ
う
に
支

援
す
る
活
動
、
す
な
わ
ち
キ
ャ
リ

ア
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
入
学
式
の
後
に
は
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
活
動
へ
の
ご
理
解

を
い
た
だ
く
た
め
に
、
新
入
生
の

ご
家
族
・
関
係
者
の
方
々
を
対
象

に
説
明
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

一
年
次
前
期
に
は
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
編
入
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、

進
路
に
向
け
た
心
構
え
や
準
備
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
前
期
に
開
講
さ
れ
て
い
る

『
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ミ
ナ
ー
』
は
、

今
年
度
は
２
３
９
名
（
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
新
入
生
で
す
）
が
履
修
い

た
し
ま
し
た
。
講
義
内
容
は
、
前

葉
泰
幸
津
市
長
を
は
じ
め
と
し
て

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
専
門

家
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
多

様
な
立
場
か
ら
の
人
生
観
・
職
業

観
、
あ
る
い
は
働
き
手
と
し
て
世

に
出
る
た
め
に
必
要
な
知
識
に
つ

い
て
、
リ
レ
ー
形
式
で
講
演
を
い

た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。
受
講

者
が
多
人
数
で
あ
る
た
め
、
複
数

の
教
室
を
使
用
し
、
本
教
室
で
の

映
像
と
音
響
を
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

に
配
信
す
る
形
式
で
開
講
し
て
い

ま
す
。
学
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
毎

回
の
小
レ
ポ
ー
ト
は
講
師
に
送
付

し
、
質
問
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て

は
、
講
師
か
ら
は
毎
回
丁
寧
な
回

答
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

学
生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
就
職
支
援
室（
通
称
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
で
は
、
求
人
票
や
就

職
試
験
受
験
報
告
書
、
企
業
説
明

会
案
内
な
ど
の
各
種
資
料
を
備
え

て
お
り
、
通
常
期
は
週
に
２
〜
３

日
、繁
忙
期
に
は
週
に
４
日
、キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
進
路
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
内
に
は
面
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、
面
接
や
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
の
指
導
を
実
践
的
か
つ
丁
寧

キ
ャ
リ
ア
支
援
活
動
に
つ
い
て

キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会

（
４
面
へ
続
く
）

同　窓　会　だ　よ　り

− 事業報告と決算 −
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４
月
…
入
学
式（
３
日
）、
新
入
生

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス（
４
日
）、

前
期
講
義
開
始
（
７
日
）、

健
康
診
断（
21
日
、
22
日
、

大
津
波
想
定
避
難
訓
練

（
28
日
）

７
月
…
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
３
日
）、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
16
〜
18
日
）
前

期
補
講
（
28
〜
30
日
）

９
月
…
前
期
成
績
発
表
（
21
日
）

10
月
…
後
期
講
義
開
始
（
３
日

〜
）、
受
験
相
談
会
（
15

日
）、
関
連
分
野
入
学
試

験（
22
日
）、
70
周
年
記
念

式
典
（
29
日
）

11
月
…
推
薦
入
学
試
験
（
26
日
、

27
日
）

12
月
…
受
験
相
談
会（
17
日
）、
冬

季
休
業
（
27
日
〜
１
月
３

日
）

１
月
…
後
期
講
義
再
開（
４
日
〜
）

２
月
…
後
期
補
講
（
１
日
〜
３

日
）、法
経
科
第
２
部
受
験

相
談
会（
４
日
）、
一
般
入

学
試
験（
９
日
）、
後
期
追

試
験
（
17
日
、
20
日
）

３
月
…
後
期
成
績
発
表
（
１
日
）、

法
経
科
第
２
部
入
学
試
験

（
５
日
）、
学
位
記
授
与
式

（
18
日
）

大
学
は
高
校
ま
で
と
異
な
り
、

ク
ラ
ス
単
位
で
同
じ
授
業
を
受
け

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
交
友
関

係
を
築
く
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ

て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
方
は
是
非
自
治
会
の

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
！
き
っ
と
新
し
い
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま
す
よ
！

法
経
科
第
２
部

大

橋

麻

尋

私
た
ち
２
部
自
治
会
は
１
部
自

治
会
と
共
に
、
２
年
の
短
大
生
活

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
主
に
法

経
科
２
部
の
新
入
生
歓
迎
会
や
、

バ
ス
旅
行
の
企
画
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
１
部
自
治
会
と

も
協
力
し
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

の
他
に
も
自
治
会
運
動
会
を
開
催

し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
７
月

に
行
わ
れ
た
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
学
祭
実
行
委
員
会
と
協

力
し
コ
ロ
ナ
明
け
初
の
模
擬
店
を

出
店
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
学
生
生
活

を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
直
近
で

は
自
治
会
主
催
で
球
技
大
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
の
で
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

法
経
科
第
１
部

家

元

丈
太
郎

私
た
ち
学
祭
実
行
委
員
会
は
、

夏
期
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

12
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

大
学
祭
の
企
画
、
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
サ
マ
フ
ェ
ス
で
は
３
年

ぶ
り
と
な
る
、
調
理
工
程
を
含
む

飲
食
物
の
出
店
を
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
先
生
方
、
学
生
部
の

方
々
に
お
力
添
え
を
頂
き
、
と
て

も
盛
り
上
が
り
、
い
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
！
私
た
ち
は
学
祭
実

行
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
１
部
、

２
部
自
治
会
と
も
連
携
し
て
サ
マ

フ
ェ
ス
、
学
祭
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
大
学
祭
は
サ
マ
フ
ェ
ス
よ
り

も
盛
大
に
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
是
非
ご
期
待
し
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
！

法
経
科
第
１
部

滿

永

星

美

私
た
ち
１
部
自
治
会
は
法
経
科

第
１
部
と
食
物
栄
養
科
、
そ
し
て

生
活
科
学
科
の
学
生
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
学
生
生
活
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
、
２
部
自
治

会
や
大
学
祭
実
行
委
員
会
な
ど
と

協
力
し
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。主

な
活
動
内
容
は
、
新
入
生
歓

迎
会
や
バ
ス
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
運
営
、
サ
マ
フ
ェ
ス
や

大
学
祭
で
の
出
店
で
す
。

１
部
自
治
会
長

２
部
自
治
会
長

大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

に
行
っ
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、
１
年

生
は
後
期
か
ら
開
催
さ
れ
る
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
、
活
動
を

本
格
的
に
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
２
年
生
に
つ
い
て
は
、
学

生
部
と
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
、

そ
し
て
教
員
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
進
路
決
定
状
況
を
把
握
し
、

出
足
の
遅
い
学
生
に
は
企
業
説
明

会
や
模
擬
集
団
面
接
、
模
擬
討
論

な
ど
へ
の
参
加
を
促
し
、
内
定
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

編
入
学
に
つ
い
て
は
、
図
書
館

に
各
大
学
の
募
集
要
項
や
受
験
報

告
書
、
試
験
対
策
テ
キ
ス
ト
を
備

え
、
編
入
学
志
望
者
に
よ
っ
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
主
に
ゼ

ミ
指
導
教
員
が
専
門
科
目
や
面

接
・
口
頭
試
問
へ
の
対
策
、
志
望

理
由
書
の
作
成
へ
の
援
助
な
ど
に

と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
他
方
で
編

入
学
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

開
催
し
、
専
門
家
に
よ
る
英
語
と

小
論
文
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。最

後
に
、
公
務
員
試
験
対
策
と

し
て
は
、
各
機
関
の
人
事
担
当
者

を
招
い
た
公
務
員
就
職
説
明
会
の

開
催
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
よ

る
公
務
員
講
座
の
開
講
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
企
業
の
採
用
活

動
に
つ
い
て
は
、
例
年
通
り
３
月

１
日
に
採
用
広
報
活
動
が
解
禁
と

な
り
、
採
用
選
考
の
開
始
は
６
月

１
日
以
降
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
就
職
活
動
が
定

着
し
て
い
ま
す
が
、
最
終
面
接
を

対
面
に
戻
す
企
業
も
あ
り
、
令
和

４
年
度
の
就
職
活
動
は
多
様
化
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、タ
ス
ク
ル
ー

ム
に
お
い
て
は
、
様
々
な
就
職
活

動
に
対
応
で
き
る
よ
う
幅
広
い
就

職
対
策
を
し
、
き
め
細
か
い
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
務
員
就
職
活
動
に
お

い
て
は
、多
く
の
自
治
体
が
前
期
・

後
期
の
採
用
試
験
日
程
を
設
け
て

お
り
、
採
用
活
動
が
早
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
集
団
討
論
や

集
団
面
接
の
対
策
を
６
月
及
び
７

月
に
行
い
、
複
数
回
実
施
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
初

の
就
職
内
定
率
は
例
年
通
り
低
調

で
し
た
が
、最
終
的
に
は
98
・
３
％

ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

編
入
学
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

学
生
が
希
望
し
て
お
り
、
１
年
生

の
後
期
か
ら
始
ま
る
編
入
学
対
策

講
座
に
も
多
く
の
学
生
が
受
講
し

ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
進
路
状
況
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

法
経
科
第
１
部
卒
業
生
１
０
８

名
中
、
進
学
19
名
（
う
ち
大
学
編

入
18
名
）、
就
職
65
名
（
う
ち
公
務

員
７
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
経
科
第
２
部
卒
業
生
37
名

中
、
進
学
10
名
（
同
９
名
）、
就
職

12
名
（
同
１
名
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。食

物
栄
養
学
科
食
物
栄
養
学
専

攻
卒
業
生
41
名
中
、進
学
７
名（
同

７
名
）、
就
職
30
名
（
同
１
名
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
科
学
科
生
活
科
学
専
攻
卒

業
生
１
０
２
名
中
、進
学
14
名（
同

14
名
）、
就
職
62
名
（
同
７
名
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

編
入
学
先
と
し
て
は
、
国
公
立

大
学
20
名
（
三
重
７
名
、
島
根
４

名
、
長
野
２
名
、
大
阪
市
立
、
香

川
、
埼
玉
県
立
、
都
留
文
科
、
新

潟
、
福
知
山
公
立
、
和
歌
山
）、
私

立
大
学
28
名
（
神
戸
学
院
３
名
、

大
阪
経
済
２
名
、
南
山
２
名
、
武

庫
川
女
子
２
名
、
愛
知
学
院
、
岡

山
学
院
、
関
西
、
京
都
産
業
、
京

都
女
子
、
皇
學
館
、
駒
澤
、
椙
山

女
学
園
、
鈴
鹿
医
療
科
学
、
東
京

経
済
、
東
京
女
子
、
名
古
屋
経
済
、

日
本
、
日
本
福
祉
、
花
園
、
阪
南
、

松
本
、
名
城
、
龍
谷
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
就
職
先
と
し
て
は
、
法
経

科
第
１
部
法
律
コ
ー
ス
で
は
公
務

員
（
三
重
県
庁
、
三
重
県
警
察
、

津
市
役
所
等
）、法
経
科
第
１
部
経

商
コ
ー
ス
で
は
金
融
機
関
や
小
売

業
、
食
物
栄
養
学
科
食
物
栄
養
学

専
攻
で
は
委
託
給
食
会
社
や
医
療

機
関
、
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専

攻
福
祉
心
理
コ
ー
ス
で
は
社
会
福

祉
法
人
、
居
住
環
境
コ
ー
ス
で
は

住
宅
・
不
動
産
な
ど
、
学
科
の
特

色
を
生
か
し
た
職
種
へ
の
就
職
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
の
学
習
環
境
の
改
善
及
び

施
設
の
長
寿
命
化
対
策
の
た
め
、

令
和
４
年
度
は
校
舎
棟
外
壁
等
改

修
工
事
を
実
施
し
、
外
壁
や
耐
震

ブ
レ
ス
の
塗
装
、
屋

上
の
防
水
・
塗
装
、

サ
ッ
シ
の
取
替
、
外

壁
の
コ
ー
キ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。（
決
算

額

１
億
３
８
７
９

万
円
）

ま
た
、
校
舎
棟
空

調
設
備
は
老
朽
化
に

よ
る
冷
房
能
力
の
低

下
も
見
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
校
舎
棟
等
の

空
調
機
器
61
台
の
取

替
工
事
を
実
施
し
ま

し
た
。（
決
算
額

７
，
９
９
８
万
円
）

本
年
度
は
、
校
舎
棟
雷
保
護
設

備
設
置
工
事
を
実
施
し
ま
す
。（
予

算
額
６
２
１
万
５
千
円
）

（
４
面
か
ら
続
き
）

学
生
自
治
会
だ
よ
り

自
治
会
・
大
学
祭
実
行
委
員
会

令
和
４
年
度
の
学
事
報
告

大

学

総

務

課

令
和
４
年
度

進
路
状
況

学

生

部

施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て

大

学

総

務

課

食物栄養学専攻　和田　真美さん

令
和
５
年
３
月
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
学
位
記
授
与
式
に
お
き
ま
し

て
次
の
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

食
物
栄
養
専
攻
並
び
に
生
活
科

学
専
攻
生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス

の
成
績
優
秀
者
に
対
し
、
一
般
社

団
法
人
全
国

栄
養
士
養
成

施
設
協
会
、

並
び
に
一
般

社
団
法
人
日

本
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
教

育
学
校
連
盟

よ
り
授
与
さ

れ
る
も
の
で

す
。

●
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
表
彰

食
物
栄
養
学
専
攻

和

田

真

美

●
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
表
彰

生
活
科
学
専
攻

生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス

阿

部

日

向

成
績
優
秀
者
及
び
功
績
者
表
彰

大

学

総

務

課




